
12月10日：埼玉県獣医師会狂犬病研修会に境副会長出席
12月11日：第 64 回日本獣医師会雑誌編集委員会
12月16日：令和年度中間監査

：第 5回理事会
12月17日：平成 31 年度アジア地域臨床獣医師等総合研

修事業（第 2期）第 2回推進委員会
12月19日：第 4回薬剤耐性（AMR）対策推進検討委員会
12月20日：業務運営幹部会議
12月25日：第 23 回小動物臨床委員会
12月26日：第 1回総合獣医療・専門獣医療提供体制整備

検討委員会

12月 3 日：全国 NOSAI大会に境副会長出席
12月 4 日：獣医師賠償責任保険中央審議会
12月 5 日：東京都獣医師会令和元年度第 2回地域・職域

支部合同支部長会に境副会長出席
12月 6 日：第 4回我が国の家畜防疫のあり方ついての検

討会に横尾理事出席
：第 8回ヤマザキ動物愛護シンポジウムに境副
会長出席
：環境省中央環境審議会動物愛護部会（第 54
回）に佐伯理事出席

行事等



第 32 回日本動物児童文学賞の作品を下記により募集い
たします．
【名　称】
第 32 回日本動物児童文学賞

【目　的】
この事業は，動物の愛護及び管理に関する法律（昭和
48 年 10 月 1 日法律第 105 号，以下「動物愛護管理法」と
いう．）の目的及び基本原則等の趣旨に則り，次代を担う
子供達が正しい動物福祉・愛護の考え方を身に付けること
ができるよう，動物の福祉・愛護に関するより良い文学作
品を広く募集し，選考・審査の上，入賞作品を日本動物児
童文学賞として決定し表彰・公表するとともに特に優れた
作品を普及させることにより，児童の健全な育成と豊かな
人間性を涵養することを目的として実施する．
【募集期間】
令和 2年 1月 1日㈬～4月 20 日㈪（当日消印有効）

【募集内容】
読者対象を満 6歳以上 12 歳までの学齢児童とし，動物

の虐待防止，動物の適正飼養，人と動物のふれあい，人と
動物との共生及び動物福祉・愛護等を扱ったもので未発表
の作品であること．（ただし，商業出版を目的としない同
人雑誌等への発表は差し支えない．）
【応募規定】
（1）原稿は，原則としてワープロ原稿とする．手書き原稿
も受け付けるが，その場合は，丁寧な字ではっきりと書
くこと．

（2）A4 判横向き 43 字×28 行，フォントサイズ（文字の
大きさ）は 12 ポイントを縦書きで使用すること．総枚
数 13 枚以上 20 枚以内とする．ただし，手書き原稿の
場合は，400 字詰原稿用紙を縦書きで使用し，総枚数
40 枚以上 60 枚以下とする．

（3）最初の 1枚は応募用紙とし，①タイトル，②応募者の
氏名（フリガナ），③年齢，④性別，⑤職業，⑥郵便番号，
⑦住所，⑧電話／FAX番号，⑨ E-mailアドレス，⑩主
要登場動物，⑪原稿の総枚数，⑫本賞の作品募集を何で
知ったかを明記すること．本文は以降のページから開始
し，各頁にページ数を印字（明記）すること．

（4）原稿は本会にて複写するため，ホッチキス，とじ紐な
どで綴じないこと．

（5）応募者の個人情報の取扱いは以下のとおりとする．応
募者及び，応募者が未成年の場合その保護者は，内容を
確認し，同意したうえで応募すること．
①個人情報保護管理者
公益社団法人 日本獣医師会　事務局長
②利用目的

応募者の統計的分析，作品の審査，審査結果の連絡な
ど「第 32 回日本動物児童文学賞」に係る事務処理．
③個人情報の第三者提供
本人の個人情報を第三者に提供しない．
④個人情報の委託
「第 32 回日本動物児童文学賞」に係る事務処理業務を
遂行するために必要な範囲内で業者に委託する．
⑤個人情報に係る問合せ窓口
個人情報に係る問合せは下記【問合せ先】に示す連絡
先の個人情報保護担当者まで連絡できる．
なお，個人情報を本会へ提出することは任意だが，
必要事項を提出しない場合，適切な選考・審査ができ
ない場合がある．

【応募資格】
プロ・アマチュアを問わず，年齢 15 歳以上の者とする．
ただし，過去の本賞における大賞受賞者は対象外とする．
【賞】
日本動物児童文学大賞　1作品　　＝30 万円
日本動物児童文学優秀賞　2作品以内＝20 万円
日本動物児童文学奨励賞　5作品以内＝ 5 万円

【発　表】
令和 2年 9月下旬以降，応募者全員に通知する．

【主　催】
公益社団法人 日本獣医師会

【応募先】
〒 107-0062
東京都港区南青山 1-1-1　新青山ビル西館 23 階
公益社団法人 日本獣医師会

【問合せ先】
公益社団法人 日本獣医師会事務局
☎ 03-3475-1601
（応募作品の内容訂正，審査状況に関する問合せは不可）
【著作権・その他】
（1）入賞作品の著作権は著作者に帰属するものとする．た
だし，本事業に伴い実施する日本動物児童文学賞入賞作
品集への掲載及び本会ホームページへの掲載並びに本会
の事業において特に必要な場合には，本会はこの作品を
いつでも無償で利用できることとする．

（2）著作者が入賞作品を出版等する場合には，日本獣医師
会日本動物児童文学賞入賞作品である旨を明記すること
とする．

（3）応募作品は返却しない．
（4）「日本動物児童文学賞入賞作品集」は切手310円分（送
料）を同封の上，本会事務局まで申し込めば希望者に送
付する（在庫数に限りがある）．

募 集

第 32 回日本動物児童文学賞作品募集について
～人と動物との共存（共生）等を扱った作品の募集～



募 集

健康で安全な畜産物の生産と生産性の向上を目指す

食肉処理施設の視察等と実践的な農場管理手法の実習

食肉処理施設における視察・講義により，生産現場から食卓までの食の安全・安心に取組
みを改めて理解いただくとともに，農家を指導するにあたって必要な，生産活動の基礎，
リスクマネジメント，HACCPの基本を踏まえた，農場管理獣医師協会が実践している
農場管理手法等についての講義・実習を次のとおり行います．

内 容（予定）

①処理施設等見学
②講　　義

「─消費者の安心は農場から─　 
農場管理獣医師協会の活動」

③講　　義
「最新の乳房炎コントロール」

④講　　義
「動物分野における薬剤耐性（AMR）対策」

参加 
無料

参加を希望される方は，日本獣医師会事務局 までご連絡ください．
☎ 03‐3475-1601　FAX 03‐3475‐1604　E-mail : kyogikai@nichiju.or.jp

申込締切：令和 2 年 1 月 6 日 月

令和 2 年

1月30日 木
東京都芝浦食肉衛生検査所 日 本 獣 医 師 会

2 日実習

内 容（予定）

①講　　義
「肉牛飼育における管理獣医師の役割　 

─従事者教育と牛の管理を中心に─」
②実　　習

「農場管理手法としての FMVA 方式の実際　
─家畜の健康と安心な畜産物と生産性の向
上を目指して─」

③総合討論
「生産現場から流通における衛生管理の現状

と課題及び管理獣医師との協働のあり方」

令和 2 年

1月31日 金

平成 31 年度 獣医療提供体制整備推進総合対策事業 管理獣医師等育成支援事業

管理獣医師を育成するための農場経営・飼養管理に関する実習
事業実施主体：獣医療提供体制整備推進協議会　　開催担当：農場管理獣医師協会

2日目1日目




